
社会福祉法人　群馬県社会福祉協議会

NO.233
2010 夏号

「福祉ぐんま」の作成経費として共同募金配分金を使用しています。
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＊福祉サービス運営適正化委員会　　苦情相談受付状況･･･3　
＊平成21年度事業報告・決算　概要･･･4、5
＊ボランティア情報･･･6、7　　
＊素敵な笑顔･･･8　　＊共同募金会からのお知らせ･･･8
＊お知らせ･･･8

特別養護老人ホーム「清流の郷」特別養護老人ホーム「清流の郷」
井本　有希子さん井本　有希子さん

（関連記事は８ページに掲載）（関連記事は８ページに掲載）
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福
祉
・
介
護
人
材

　
　

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

　

福
祉
・
介
護
分
野
で
の
質
の
高
い

人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
福
祉
・
介

護
業
務
に
精
通
し
、
専
門
知
識
を
も

つ
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
が
、
個
々

の
求
職
者
に
ふ
さ
わ
し
い
職
場
を
開

拓
す
る
と
と
も
に
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
向
け
た
指
導
・
助
言
を

行
い
、
円
滑
な
就
労
・
定
着
を
支
援

し
ま
す
。

福
祉
・
介
護
人
材

　
　
　
　

定
着
支
援
事
業

　

福
祉
・
介
護
業
務
に
精
通
し
、
専

門
知
識
を
有
す
る
人
材
定
着
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
就
労
間
も
な
い
福

祉
・
介
護
従
事
者
に
対
し
、
個
別
相

談
等
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

　

依
然
と
し
て
、
福
祉
・
介
護
分
野
に
お
け
る
人
材
不
足
が
続
く
中
、
福
祉
・

介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で

は
、求
人
事
業
所
と
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、就
業
後
、

職
場
へ
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
、
業
務
上
の
悩
み
、
労
働
環
境
、

人
間
関
係
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
そ

の
結
果
を
施
設
・
事
業
所
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
通
じ
、
福

祉
・
介
護
従
事
者
の
定
着
を
支
援
し

ま
す
。

福
祉
・
介
護
職
場
体
験
事
業

　

福
祉
・
介
護
の
職
場
を
体
験
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

職
場
の
雰
囲
気
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
等

を
直
接
知
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
、
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
人

材
参
入
を
促
進
し
ま
す
。

複
数
事
業
所
連
携
事
業

　

福
祉
・
介
護
事
業
所
並
び
に
社
会

福
祉
士
又
は
介
護
福
祉
士
の
養
成
施

設
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
共

同
に
よ
る
求
人
活
動
、
合
同
研
修
に

よ
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
等
を
行
う
こ
と

を
支
援
し
ま
す
。

※
今
年
度
は
既
に
申
請
書
の
提
出
を
〆
切
ま
し
た
。

　

各
事
業
に
つ
い
て
は
群
馬
県
福
祉

マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
所

福
祉
の
仕
事
さ
が
し
を

　
　
　
　
　

お
手
伝
い
し
ま
す
！

　

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
高
崎
市
・
太
田
市
福
祉
人
材

バ
ン
ク
で
は
、
福
祉
の
仕
事
を
希
望

す
る
方
に
求
人
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
関
係
事
業
所
の
求
人

依
頼
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

窓
口
は
県
内
３
ヶ
所
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
６
０
０

℻
０
２
７
│
２
５
５
│
６
０
４
０

〒
３
７
１
│
８
５
２
５　

前
橋
市
新
前
橋
町

13
│
12

（
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
６
階
）

○
高
崎
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

☎
０
２
７
│
３
２
４
│
２
７
６
１

℻
０
２
７
│
３
２
０
│
８
３
７
８

〒
３
７
０
│
０
０
４
５　

高
崎
市
東
町
80
│

１

（
高
崎
市
労
使
会
館
１
階
）

○
太
田
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

☎
・
℻
０
２
７
６
│
４
８
│
９
５
９
９

〒
３
７
３
│
０
８
５
３　

太
田
市
浜
町
２
│

７

（
太
田
市
福
祉
会
館
内
）

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

福
祉
人
材
確
保
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専門員やアドバイザーが施設・事務所へ出向いて助言を行います。

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

定

着

支

援

事
業
所
連
携

職

場

体

験

職

業

紹

介
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福祉サービス運営適正化委員会　苦情相談受付状況

　群馬県では平成12年９月に群馬県福祉サービス運営適正化委員会が発足しました。間もなく10年が経と

うとしています。今回は、これまで群馬県内で寄せられた苦情について検証してみたいと思います。

　苦情解決制度は平成12年に施行され、「事業者」と「都道府県」の２段階で利用者や家族などの苦情に対

応する仕組みとなっています。事業者段階で解決できない場合に都道府県の運営適正化委員会が対応するこ

とになっています。群馬県においては、事業開始以来、平成21年度末までに359件の苦情を受け付けました。

◆分野別
　苦情申出人は分野別にみると、高齢者が47.6％で最も多く、
約半数を占めています。次いで障害者27.9％、児童13.4％
の順になっています。「その他」は社会福祉協議会・行政等
ですが、約１割となっています。

◆苦情申出者
　苦情を申出人別では家族が50.7％と約半数を占め、次い
で利用者本人31.8％、職員10.6％となっています。

◆苦情の内容
　苦情の種類としては「職員の接遇」が最も多く、43.5％、
次いで「サービスの質や量」の28.4％となっています。

　このデータを基に苦情申出者を分野
別に分析したものが左のグラフです。
　高齢者、児童分野では家族からの申
し出が多い傾向が見られます。障害者
分野では半数が利用者からの申し出と
なっています。
　苦情内容の視点で見ると、高齢と児
童分野では「職員の接遇」と「サービ
スの質」がそれぞれ約３割、障害者分
野では「職員の接遇」に対しての苦情
が６割を占めています。
　********************************
　苦情をとりまく環境はそれぞれ違い
ますが、各事業所におかれましては常
に福祉の心に立ち返り、苦情解決にあ
たって下さることを望みます。

高齢者
47.6%

その他
11.1%

障害者
27.9%

児童
13.4%

分野別

職員の接遇
43.5%

その他
10.9%

サービスの
質や量
28.4%

利用料
1.9%

説明・情報提供
7.5%

被害・損害
4.5%

権利侵害
3.3%

苦情内容

分野別・苦情申出者別

0%

15.2% 62.6%

50.0% 34.0%

16.7% 70.8%

70.0% 22.5%

50% 100%

利用者

家族

代理人

職員

その他

高齢者

障害者

児　童

その他

分野別・苦情内容別35.7% 35.7%

60.0% 20.0%

31.3% 37.5%

50.0% 7.5%

0% 50% 100%

職員の接遇
サービスの質や量
利用料
説明・情報提供
被害・損害
権利侵害
その他

高齢者

障害者

児　童

その他

利用者本人
31.8%

職員
10.6%

家族
50.7%

その他
 5.6%

代理人
1.4%

苦情申出者
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少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応
を
は
じ

め
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
情
勢
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
へ
の
取
り
組

み
や
福
祉
・
介
護
分
野
に
お
け
る
人
材
確
保
と
定
着
が
国
民
的
な
緊
急
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
で
は
、
住
民
の
生
活
課
題
に
よ
り

き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
、
住
民

相
互
が
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
で
は
、
多
く
の
関
係
機
関
・
団
体
等
の
参
加
を

い
た
だ
き
、「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
」
づ

く
り
を
目
標
と
し
て
、「
安
心
・
安
全
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
質
の
高
い
福
祉
人
材
の
確
保
等
に
向
け
、
様
々
な
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

・
栃
木
・
群
馬
２
県
合
同
福
祉
の
し

ご
と
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催

　

施
設
45
事
業
所(

内
県
内
施
設
22

事
業
所
）
求
職
者
84
名

⑩
福
祉
関
係
従
事
者
に
対
す
る
研
修

の
企
画
・
実
施
直
営
研
修
コ
ー
ス

12
コ
ー
ス
、
延
べ
開
催
日
数
109
日

研
修
参
加
者
延
べ
３
、
６
２
８
名

⑪
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
の
実
施

　

受
験
者
数
２
、
２
０
４
名

　

合
格
者
数
515
名

２ 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

①
認
知
症
高
齢
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
支
援
事
業
に
か
か
る
援
助
体

制
の
整
備

・
11
社
協
に
事
業
の
一
部
を
委
託

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用

契
約
締
結
数
は
21
年
度
212
件

②
福
祉
後
見
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運

営
・
成
年
後
見
人
等
基
礎
研
修
会
の
開

催
１
回
200
名
参
加

・
低
所
得
者
へ
の
成
年
後
見
利
用
経

費
の
公
費
助
成

③
成
年
後
見
制
度
利
用
に
関
す
る
相

談
、
普
及
啓
発
活
動

④
基
幹
社
協
生
活
支
援
員
等
連
絡
会

議
等
の
開
催

　

11
回
延
べ
510
名
参
加

・
生
活
支
援
員
現
任
研
修
会
の
開
催

253
名
参
加

・
日
常
生
活
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
358
名
参
加

⑤
相
談
事
業
（
障
害
者
１
１
０
番
事

業
を
含
む
）
の
実
施

・
一
般
相
談
…
１
８
、
６
０
１
件

・
法
律
専
門
相
談
…
15
件

⑥
利
用
料
の
助
成
等
の
実
施

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
の
機
会
を

確
保
す
る
た
め
利
用
料
の
助
成
（
１

時
間
800
円
の
利
用
料
の
う
ち
500
円

の
助
成
等
）
を
行
っ
た
。

３ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

会
①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

会
本
委
員
会
の
開
催　

１
回

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
運

営
監
視
部
会
の
開
催　

２
回

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
実

　

施
社
協
に
対
す
る
訪
問
調
査　

４

か
所

④
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
部
会
の

開
催　

６
回

⑤
苦
情
相
談
の
受
付
件
数　

84
件

（
苦
情
39
件
、
相
談
45
件
）

⑥
巡
回
訪
問
の
実
施
延
べ
45
か
所

⑦
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催　

１
回
480
名
参
加

４ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業

①
運
営
委
員
会
の
開
催　

２
回

②
調
査
・
研
究
専
門
委
員
会
の
開
催

③
評
価
調
査
者
養
成
研
修
会
・
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
・
継
続
研
修

会
開
催　

２
回　

延
べ
109
名

④
保
育
所
評
価
基
準
改
定
作
業
委
員

会
の
開
催　

５
回

　

第
三
者
評
価
契
約
締
結
施
設　

８

施
設

⑤
啓
発
事
業
・
説
明
会
、
実
践
報
告

会
等
の
開
催　

８
回

⑥
認
証
評
価
機
関
連
絡
会
議
の
開
催

１
回　

14
名
参
加

５ 

児
童
・
高
齢
者
虐
待
等
の
防
止
、

早
期
発
見
に
向
け
た
取
り
組
み

①
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
考
え
る
県

民
の
つ
ど
い
91
名
参
加

②
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
考
え
る
県

民
の
つ
ど
い
150
名
参
加

③
児
童
虐
待
に
つ
い
て
考
え
る
県
民

の
つ
ど
い
78
名
参
加

④
障
害
者
１
１
０
番
211
件

⑤
心
配
ご
と
相
談
所
中
央
セ
ン
タ
ー

　

事
業
相
談
件
数
61
件

６ 

地
域
福
祉
の
推
進

①
市
町
村
社
協
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
策
定
支
援

・
策
定
済
12
社
協

・
訪
問
支
援
延
べ
25
日

②
住
民
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
１
社
協
モ
デ
ル
地
区
指
定

③
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
性
化
事
業
４
社
協
モ
デ
ル
地

区
指
定

④
住
民
支
え
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

133
名
参
加

⑤
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活

動
数
１
、
５
３
５
カ
所

⑥
課
題
解
決
型
モ
デ
ル
事
業　

認
知

症
モ
デ
ル
事
業
１
社
協
指
定
、
精

神
障
害
者
支
援
モ
デ
ル
事
業
１
社

協
指
定

⑦
市
町
村
社
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催　

192
名
参
加

１ 

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
と
福
祉

関
係
職
員
の
研
修
充
実

①
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事

業
の
実
施
貸
付
決
定
94
名
、
１
２

１
、
４
０
０
千
円

②
福
祉
・
介
護
人
材
定
着
支
援
事
業

の
実
施

③
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
事
業
の
実
施

④
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
の

実
施

・
新
規
求
人
数
５
、
２
７
８
名

・
新
規
求
職
者
数
３
、
０
５
３
名

・
紹
介
・
応
募
数
１
、
７
１
９
名

　

就
職
数
390
名

・「
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」

の
発
行
年
６
回

⑤
福
祉
人
材
確
保
相
談
事
業
の
実
施

　

相
談
件
数
２
、
７
５
９
件

⑥
社
会
福
祉
施
設
の
福
利
厚
生
事
業

　

群
馬
県
民
間
社
会
福
祉
施
設
等
職

員
共
済
制
度
の
実
施
964
施
設
１
４
、

８
２
４
名
加
入

⑦
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施

　

97
法
人
・
195
事
業
所

　

加
入
職
員
数
３
、
２
２
２
名

⑧
介
護
職
員
確
保
対
策
事
業
の
実
施

・
専
門
相
談
員
１
名
を
配
置

・
事
業
者
へ
の
訪
問
回
数
36
施
設

・
介
護
職
員
等
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
の
開
設
・
運
営

・
専
門
相
談
日
の
開
設(

毎
月
第
１

第
４
木
曜
日
及
び
第
２
・
第
３
火

曜
日
）

⑨
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
し
よ
う
と

す
る
者
へ
の
説
明
会
等
の
実
施

・
福
祉
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア
の
開
催

　

就
職
面
接
会
参
加
事
業
所
79
事
業

所　

参
加
者
198
名

■
主
な
実
施
事
業

概
要
概
要

平
成
平
成
2121
年
度
事
業
報
告
・
決
算

年
度
事
業
報
告
・
決
算
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収入　525,556千円 支出　525,556千円

科目別会計別

人件費
180,631千円

34%

会費
13,924千円

3%

経常経費補助金
194,728千円

37%

受託金
102,929千円

20%

事業収入
17,100千円

3%

貸付事業等収入
40千円
0%

寄付金収入
6,937千円
1%

繰入金
50,295千円

10%

その他
39,603千円
７％

投資有価証券売却収入
100,000千円
19%

事業費
149,226千円

28%

助成金
16,359千円

3%

繰入金支出
29,227千円

6%

投資有価証券取得
121,061千円

23%

その他
29,052千円

6%

その他
42,978千円

1%

欠損補填積立金
49,096千円

1%
預貯金、有価証券
2,422,857千円

29%
一般会計

1,640,902千円
20%

介護福祉士等
修学資金特別会計
806,704千円

10%

生活福祉資金特別会計
1,925,087千円

23%

生活福祉資金貸付
事務費特別会計
321,610千円
4%

要保護世帯向け不動産
担保型生活資金特別会計
32,838千円
0%

臨時特例つなぎ
資金特別会計
29,497千円

0%

民間社会福祉施設等
職員共済事業特別会計
2,642,511千円
33%

未収金
376,672千円

5%

建物、車両、
器具・備品等
20,572千円 0%投資有価証券

3,838,006千円
46%

貸付事業貸付金
1,144,832千円

14%

退職共済預け金
157,996千円

2%

特定目的積立預金
192,836千円

2%

社会福祉施設整備資金
貸付事業特別会計
846,696千円
10％

７ 

生
活
福
祉
資
金
等
貸
付
事
業
の
実

施
①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業　

貸
付

　

決
定
671
件　

２
３
８
、
６
５
６
千

円
②
（要）
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金
貸
付

事
業　

貸
付
決
定
６
件
、
５
０
、

９
７
９
千
円

８ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
推

進
と
福
祉
教
育
の
充
実

①
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

運
営
委
員
会
の
開
催
１
回

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
運
営

　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
③
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
吾
妻
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
催
参
加

者
１
、
０
０
０
名

④
団
塊
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の

開
催
延
べ
８
日
間
90
名
修
了

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
開
催

１
回
60
名

⑤
機
関
紙
「
ぐ
ん
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
年
２
回
発
行

⑥
高
齢
者
・
障
害
者
基
金
・
子
育
て

　

支
援
基
金
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支

援
基
金
「
地
方
分
」
助
成

⑦
福
祉
教
育(

学
童
・
生
徒
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
）

・
社
会
福
祉
協
力
校
指
定
15
校

・
地
域
指
定
社
会
福
祉
協
力
校
３
地

区

⑧
介
護
等
体
験
受
入
調
整
事
業

・
体
験
申
込
大
学
等
41
大
学
・
短
大

体
験
実
施
者
647
名
、
222
施
設
で
受

入
⑨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
配
布

⑩
保
護
児
童
・
交
通
遺
児
へ
の
就
学

援
助
金
の
給
付

９ 

社
会
福
祉
施
設
の
運
営
指
導
及
び

連
絡
調
整

①
施
設
関
係
団
体
の
活
動
支
援
と
連

絡
調
整

②
法
人
・
施
設
運
営
指
導
35
件

③
研
修
会
の
開
催
１
回
238
名

④
県
民
間
社
会
福
祉
施
設
整
備
資
金

貸
付
事
業　

貸
付
決
定　

４
件
７

０
、
０
０
０
千
円

10 

広
報
活
動
の
充
実

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
機
能
の
充
実

②
広
報
紙
「
福
祉
ぐ
ん
ま
」
発
行
年

４
回

③
視
聴
覚
機
材
の
無
料
貸
出

11 

そ
の
他
の
事
業

①
県
社
協
活
動
推
進
計
画
策
定
委
員

会
の
開
催

②
ぐ
ん
ま
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
連

絡
会
の
設
立

③
群
馬
県
地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
協
議
会
設
立

④
社
会
福
祉
振
興
基
金
事
業
の
実
施

⑤
福
祉
バ
ス
「
愛
の
募
金
号
」
の
運

行
⑥
事
務
局
職
員
研
修

■決 算 １ 一般会計資金収支計算書

２ 資産構成（総資産額8,245,845千円）
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　移動サービスとは、一般の公共交通機関を自立的に利用できない障がい者・高齢者など、移動す
ることが困難な方を支援するための交通手段として実施される福祉サービスの一つであり、特にボ
ランティア活動や非営利活動として組織的に福祉車両等を使用して行われる外出支援サービスを言
います。
　また、単に車による移動を支援するだけでなく、車への乗り降りの支援や車内での見守りを行う等、
利用者の個別ニーズに応じた介助等を組み合わせて提供するのも特徴になります。

　現在の道路運送法では、市町村運営
有償運送、過疎地有償運送、福祉有償
運送となり登録制度で行っており、さ
らに、サービスに従事するにあたっては、
国土交通大臣が認定する講習会を修了
するなどの要件が求められます。
　本県においては、群馬県住民参加型
在宅福祉サービス団体連絡会が国土交
通大臣より認定を受け、県内の移動サー
ビスに従事する運転者への講習を実施
しました。
　現在、2,000名が講習を受講・修了し、
移動サービスの担い手として活躍して
います。

外出支援の裾野を広げる運転ボランティア

　高崎市榛名山の麓に位置し、高齢者施設等を経営する社会福祉法人新生会では、４月３日～５日にかけて、ボ
ランティア研修宿泊施設・心泉の家をベースに、「第１回ユースキャンプ」を開催。
　参加者は地元の県立榛名高校で福祉を志す新２年生・９名。予備知識もない真っ白な心で、３日間の出会いを
通した体験学習に臨んだ。
　

「人を育むのは教科書ではなく人です。」
　初日は、新生会のことや車イスの操作方法、ワー
クの心構え等を学び、２日目からは実際に利用者
が生活するホームに行き、ボランティア活動。
　「名前を覚えてもらえて嬉しかった。」「ありがと
うって言われて感激した。」と、それぞれの感想を
３日目に報告し合い、その思いを分かち合った。
　わずか３日間だが、確実に成長した若人達に心
からエールを送りたい。
　引率の阿久澤先生のご挨拶の中、「人を育むのは
教科書ではなく人です。」の言葉がとても印象的
だった。

ユースキャンプ開催　～社会福祉法人新生会の取り組み～

移送サービス運転協力者講習

初日　研修での様子
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　ぐんまボランティア・市民活動支援センターでは、「ボランティア活動に関する相談」
や「助成事業等の情報提供」、「活動先の案内」の他、下記の収集を行っています。
使用済み切手　障がい者施設でのスタンプアートに活用等
使用済みインクカートリッジやプルトップ　 資源のリサイクルのほか、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア活動等の資金として活用

問い合わせ先　ぐんまボランティア・市民活動支援センター　TEL 027-255-6111　FAX 027-255-6444

─ぐんまボランティア・市民活動支援センターからのお知らせ─

１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　

本
校
の
教
育
理
念
は
「
仏
教
精

神
に
基
づ
く
豊
か
な
人
間
形
成
」

で
あ
り
、「
共
生
の
心
」
を
基
に
智

慧
と
慈
悲
の
調
和
の
と
れ
た
、
物

事
に
感
謝
の
で
き
る
人
材
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。福
祉
教
育
で
は
、

　

本
校
は
、
桐
生
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
明
照
学
園
樹
徳
高
等
学
校
を

母
体
と
す
る
中
高
一
貫
教
育
を
実
践
す
る
た
め
、
平
成
13
年
に
開
校
し
た

中
学
校
で
す
。

樹
徳
中
学
校

樹
徳
中
学
校

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
以
下
の
三

点
に
重
点
を
置
い
て
、
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

・
福
祉
関
係
及
び
途
上
国
学
校
事

情
改
善
の
た
め
の
募
金
・
支
援
活

動・
福
祉
体
験
学
習

・
桐
生
市
を
中
心
と
し
た
清
掃
活

動２
．
取
り
組
み
内
容
の
紹
介

⑴
Ｓ
Ｙ
Ｄ
講
座
と
支
援
袋
づ
く
り

　

文
科
省
所
管
の
社
会
教
育
団
体

Ｓ
Ｙ
Ｄ
に
協
力
い
た
だ
き
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
「
貧
困
と
共
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち
」
を
知
る
講
演
会
を

実
施
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
へ

支
援
品
を
送
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
未
使

用
の
学
用
品
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
を

学
校
に
持
ち
寄
っ
て
、
そ
れ
を
入

れ
る
た
め
の
袋
を
生
徒
が
手
作
り

し
、
支
援
袋
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

⑵
桐
生
駅
周
辺
に
て
体
験
学
習

　

２
学
年
の
課
外
学
習
と
し
て
、

福
祉
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
か
る

が
も
の
会
」
と
生
徒
の
保
護
者
に

協
力
い
た
だ
き
、
桐
生
駅
周
辺
に

て
車
椅
子
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ー

ク
・
高
齢
者
疑
似
体
験
を
桐
生
駅

周
辺
で
行
っ
て
い
ま
す
。
支
援
す

る
側
と
支
援
さ
れ
る
側
の
両
方
を

体
験
し
、
当
事
者
の
気
持
ち
を
考

え
た
声
の
か
け
方
や
介
助
の
仕
方

な
ど
、身
を
も
っ
て
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
何
気
な
く
生
活
し
て
い
る

街
の
中
に
は
、
体
の
不
自
由
な
方

に
と
っ
て
不
便
な
場
所
や
危
な
い

場
所
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑶
市
街
地
清
掃
と
プ
ル
タ
ブ
・

キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

　

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に

対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

学
校
周
辺
と
桐
生
駅
周
辺
の
清
掃

活
動
を
定
期
的
に
全
校
生
徒
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
桐
生
以
外
か

ら
通
学
す
る
生
徒
が
多
い
本
校
で

は
、
市
街
地
清
掃
を
通
し
て
桐
生

の
街
を
知
る
生
徒
も
多
く
、
街
を

き
れ
い
に
す
る
達
成
感
と
街
を
知

る
楽
し
さ
か
ら
、
意
欲
的
に
取
り

組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

教
室
に
箱
を
置
き
、
プ
ル
タ
ブ
と

キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
通
し
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
や
資
源
を
大
切
に
し
よ

う
と
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

⑷
お
役
に
立
と
う
週
間　

　
「
誰
か
の
何
か
の
お
役
に
立
と
う
」

と
全
校
生
徒
で
定
期
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
一
週
間
を
意
識
し

て
過
ご
す
こ
と
で
、
ひ
と
の
役
に

立
つ
喜
び
を
得
、
そ
し
て
、
奉
仕

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

３
．
３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

実
行
す
る
」
こ
と
の
で
き
る
人
を

育
成
す
べ
く
、
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。生
徒
は
自
ら
体
験
し
、

考
え
、
行
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

思
い
や
り
や
協
力
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

感
謝
の
心
と
助
け
合
い
の
意
識
も

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
継
続
・
発
展
さ
せ
、
人
間
教

育
を
土
台
と
し
た
計
画
と
実
施
を

し
て
い
く
所
存
で
す
。

INKSTAMP

社
会
福
祉
協
力
校

社
会
福
祉
協
力
校

切手
インク

カートリッジ

プルトップ

手作りの支援袋に未使用品を入れ、途上国へ送る
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特別養護老人ホーム「清流の郷」　井本　有希子さん
　

井
本
有
希
子
さ
ん
は
、
渋
川
市
に

あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
清
流

の
郷
」
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
社
会

福
祉
士
と
ケ
ア
マ
ネ
の
資
格
を
取
得

し
て
仕
事
に
頑
張
る
一
方
、
夏
は
ス

ケ
ボ
ー
や
ゴ
ル
フ
、
冬
は
ス
ノ
ボ
ー

を
楽
し
む
元
気
で
明
る
い
女
性
で

す
。こ

の
お
仕
事
に
就
か
れ
た
き
っ
か

け
は
？

　

高
校
卒
業
後
、
進
学
か
就
職
か
で

迷
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
福

祉
関
係
の
需
要
が
増
え
る
と
考
え
て
、

福
祉
の
短
大
に
進
学
し
ま
し
た
。
卒

業
後
、
し
ば
ら
く
老
人
保
健
施
設
で

働
い
た
後
、
平
成
17
年
に
「
清
流
の

郷
」
が
開
設
し
た
の
と
同
時
に
就
職

し
ま
し
た
。

お
仕
事
を
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と

は
？

　

自
分
の
能
力
や
経
験
不
足
を
感
じ

る
毎
日
で
す
ね
。
自
分
た
ち
の
対
応

で
利
用
者
さ
ん
の
生
活
の
質
が
変

わ
っ
て
く
る
の
で
、
も
っ
と
勉
強
し

て
介
護
の
知
識
や
技
術
を
高
め
て
、

利
用
者
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
毎
日
を

過
ご
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
毎
月
、

施
設
長
が
講
師
と
な
っ
て
勉
強
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

お
休
み
の
日
は
何
を
し
て
い
る
の

で
す
か

　

取
材
し
た
日
は
、
利
根
川
か
ら
さ
わ
や
か
な
川
風
が
吹
き
抜
け
る
、
と
て
も
気
持
ち
よ
い

日
で
し
た
。
愛
用
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
持
っ
て
カ
メ
ラ
の
前
に
立
つ
井
本
さ
ん
の
笑
顔
は

最
高
で
し
た
。
利
用
さ
ん
に
も
、
こ
ん
な
笑
顔
で
元
気
を
伝
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

高
校
時
代
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
体
を
動
か
す

こ
と
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
学
生

時
代
の
仲
間
と
夏
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
、
冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
1
年
前
か
ら
は
ゴ
ル
フ

も
始
め
て
、
現
在
の
ス
コ
ア
は

１
０
０
前
後
か
な
。

こ
れ
か
ら
福
祉
職
を
目
指
す
方
へ

一
言
と
、
自
身
の
目
標
を
。

　

福
祉
の
仕
事
は
、
ど
う
し
て
も
、

肉
体
労
働
、
体
力
的
に
き
つ
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
介
護

技
術
は
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
で
も
、
本
人
の
能
力
を
最

大
限
活
か
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
、
抱
え
な
い
、
持
ち
上
げ
な
い
、

引
き
上
げ
な
い
と
い
う
新
し
い
介
護

方
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
若
い

人
も
増
え
て
い
る
し
、
明
る
く
て
楽

し
い
職
場
で
す
よ
。

　

目
標
は
、
個
人
的
に
は
そ
ろ
そ
ろ

結
婚
も
し
た
い
な
。
で
も
、
結
婚
し

て
も
こ
の
仕
事
は
続
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

夏
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

今号より「ぐんま今号より「ぐんま
のボランティア」のボランティア」
を統合しました。を統合しました。

　

本
会
が
昭
和
49
年
よ
り
発
行
を

行
っ
て
き
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

誌
「
ぐ
ん
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

つ
い
て
、今
号
よ
り
「
福
祉
ぐ
ん
ま
」

に
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ぐ
ん
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、

近
年
で
は
共
同
募
金
会
の
配
分
を
受

け
、
外
部
の
編
集
委
員
に
よ
る
記
事

作
成
を
行
い
、
平
成
22
年
３
月
に
は

１
５
０
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
「
ぐ
ん
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
単
体
と
し
て
の
発
行
は
な
く
な

り
ま
す
が
、
本
誌
、
新
生
「
福
祉
ぐ

ん
ま
」
が
、
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
情
報
誌
と
し
て
一
層
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

共同募金

http://www.akaihane-gunma.or.jp/

群馬県共同募金会社会福祉
法　　人

前橋市新前橋町13番地の12
群馬県社会福祉総合センター４階
TEL027-255-6596  FAX027-255-6214
e-mail:info@akaihane-gunma.or.jp

赤い羽根情報赤い羽根情報

～税制上の優遇措置についてお知らせです～
共同募金への寄附金には税の優遇措置があります。

募金の受付は、年間を通じて随時行っています。

●法人税　　寄附金を全額損金算入できます。

●個人住民税

　寄附金税額控除額＝（寄附金－5,000円）×10％

●個人の所得税

　寄附金控除額＝寄附金－2,000円※
　　（※今年度より5,000円から2,000円に引き下げ）

この優遇措置を受けるには所定の領収書が必要です。
＊詳しくは群馬県共同募金会までお電話ください＊

平成21年度共同募金運動
募金実績額・配分額のご報告

みなさまからお寄せいただいたご寄附を
群馬県内の民間福祉の推進のために
たくさんの方々へお届けしました。
本当にありがとうございました。

募金総額　　３１６,３４３,４３８円
配分総額　　３２５,９７６,８３３円
※募金不足分は積立終了後の過年度災害準備金を充当。

平成21年度共同募金運動
募金実績額・配分額のご報告

お
知
ら
せ


